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明

治

前

期

に

お

け

る

造

幣

局

と

石

炭

秀

村

選

三

佐

賀

県

多

久

市

多
久

町
嫩
陀

と

書

く

と
、

町

の

よ
う

に
思

わ

れ

る

か

も

知

れ

な

い
が

、

緑

豊

か

で

小

鳥

の
囀

る
村

で

あ

る
。

多
久

市

自

体

が
昔

の
多

久

郷

で
、

か

っ
て
領

主

多

久

氏

の
支

配

下

に

あ

っ
て

、

四

周

を

山

に
囲

ま

れ

、

い
か

に
も

中

世

以

来

の
多

彩

な

歴

史

を
繰

り

ひ

ろ
げ

、

豊

か

な

伝

統

の
育

く

ま

れ

て

き

た

地

域

と
頷

か

れ

よ

う

な

と

こ

ろ

で

あ

る
。

こ

こ

に

は

近

世

後

期

か
ら

石
炭
礦

業

の
歴

史

も

展

開

さ
れ

て

い
て
、

最

近

の
明

治

佐

賀

の
閉

山

に

い

た

っ
た

の

で

あ

る
。

多

久

市

立

図

書

館

の

細

川
章

さ
ん

の
御

世

話

で

、
嫩
陀

の
横

尾

篤

次

郎
家

に
史

料

採

訪

に
赴

い
た

の

は
昭

和

四

四

年

三
月

で

あ

っ
た
。

当

主

の
祖

父

横

尾

庸

夫

は
柚

ノ
木

原

炭

坑

・
赤

坂

口

炭

坑

を

経

営

し

た
人

で

(
有

名

な

高

取

伊

好

は
庸

夫

の
実

弟

で
あ

る
)

、

同

家

に

は
石

炭

関

係

の
史

料

も

或

程

度

残

っ
て

い
た

。

た

と

え

ば

次

の
如

き

も

の

が

あ

っ
た
。

「

第

三

回

内

国

勧

業

博

覧

会

褒

状

石

炭

佐

賀

県

小

城

郡

北

多

久
村

横

尾

庸

夫

排

水

二
汽

機

ヲ
応

用

シ
改
良

ノ
端

緒

ヲ
啓

ク
、

其

功

頗

ル
嘉

ス
可

シ

大
島
道
太
郎

褒

審
査
官

正
七
位

渡
辺

渡

従
六
位
工
学
博
士
巌
谷
立
太
郎

審
査
部
長

正
六
位

和
田
維
四
郎

状

審
査
官
長

従
三
位
勲
二
等

九
鬼

隆

一

前
記
ノ
薦
告
ヲ
領
シ
茲

二
之
ヲ
授
与
ス

明
治
三
十
三
年
七
月
十

一
日

総
裁
大
勲
位

貞
愛
親
王

」

横

尾

家

の
石

炭

関

係

文

書

に

つ

い

て

は
別

に

紹
介

す

る
時

を
も

ち

た

い
と

思

う

が

、

田

舎

に

は
全

く

思

い
が

け
ず

英

文

の
文

書

に
接

し

た

の

で
、

こ

こ
で

は

こ
れ

を
中

心

に
明

治

前

期

の

造

幣

局

の
石

炭

に

つ

い

て
窺

っ
て

み

た

い
。

全

文

を
引

用

す

る

と

次

の

通

り

で

あ

る

。



                   Report on Coal 

                      from Taku 

          and sent to the Mint by Mr. Nishikawa 

  The experiments were made with the fitting shop boiler, 

the coal being carefully weighed, and the feed water mea

sured, the duration of trial being  4 hours, the height of 

water in the boiler as shown by the guage glass was care

fully marked at the beginning of the experiment, and at 

the end the same level remained. 

  A table showing the results obtained in the same manner 

of some other kind of Japanese fuel is added for compari

son. 

  This coal is much better [for boiler] use than Akaike 

but [inferior] to either Takasima or Karatsu. [ii 

                      (signed) R. Maclagan 
M. W. M. E. 

               1st March 1883

Issue of 

 fuel

Date 

of 
trial

Duration 

  of 

  hours

Pressure 

  of 
 steam

Temperature 

   of 
Feed water

Feed water 

   used 

during trial 

 in lbs.

  Coal 

consummed 

during trial 

 in lbs.

 Water 

corporated 

 per lbs. 
  of coal

Heat 

units

Takashima 

Karatsu 

compressed 
f[uel] 
Mr. Coye 

Akaike 
[i] 

compressed 
fuel 
Mr. Ito 

Taku



こ

の
文

書

に

は
次

の
如

き

訳

文

が

添

え

ら

れ

て

い
る
。

「
西

川
氏

ヨ
リ

差

出

シ

タ

ル
多

久

産

石

炭
試

験

之

報

告

此

試

験

ハ
当

局

製

作

所
蒸

気
釜

二
於

テ
施

行

セ

リ
、

蓋

シ
此

ノ
石
炭

ヲ
精

密

二
秤

量

シ
、

且

ツ
釜

二
入

レ

ル

水

ノ
量

ヲ

測

リ

、

四

時

間

ヲ
試

験

セ

リ

、

而

シ

テ
釜

内

ノ
水

ノ
高

サ

バ
此

ノ
試

験

ヲ
初

メ

ル

ト
キ

「
ゴ

ー

ヂ

ガ

ラ

ス

」

(
蒸

気

釜

ノ
内

ノ
水

ノ
高

サ

ヲ
見

ル
器
)

二
顕

バ

レ

ル

ヲ
記

シ
置

キ
、

試

験

ヲ

終

ル

マ
テ
同

シ
水

準

二

シ

テ
置

キ

タ

リ
。

左

ノ
表

ハ
他

ノ
日
本

石

炭

ヲ
右

同

様

ノ
試

験

ニ
テ

得

タ

ル
結

果

ヲ
示

ス
モ

ノ

ニ

シ

テ
、

比

較

ノ
為

メ
之

ヲ

加

記

ス
。

此

石

炭

ハ
蒸

気

釜

二
用

ヒ

ル

ニ
於

テ
、

赤

池

産

ノ
石

炭

二
優

レ
リ

、

然

レ
ト

モ

高

島

及

ヒ
唐

津

産

ノ
石

炭

二
劣

レ
リ

。

千

八

百

八
十

三
年

三

月

一
日

ア
ー

ル

・
マ
ク

ラ
ガ

ン

試

験

試

験

膀

二
テ
蒸
気

釜

二
入
レ
ル

試
験
中
二
用

ヒ
タ

試
験
中
二
用
ヒ
タ

石
炭
売
硝
毎

二
蒸

石
炭
売
膀
毎

二
生

ノ
月
日

時

間

ノ
平
均
圧
力

水

ノ
温
度

ル
水

ノ
硝
量

ル
石
炭
ノ
硬
量

発
ス
ル
水

ノ
膀
数

ス
ル
熱
度

ノ
個
数

高

島

石

炭

唐

津

石

炭

コ

イ
氏

煉

炭

赤

池

石

炭

伊
東
氏

ノ
煉
炭

多

久

石

炭

十
三
年

十

月

八

日

十
三
年

十

月

七

日

十
三
年

九

月

八

日

十
三
年

九

月

九

日

十
五
年

九

月

十
九
日

十
六
年

二

月

廿
八
日

兼
テ
願
出
之
石
炭
之
儀
、
当
局
機
械
方

二
命
シ
試
験
為
致
候
処
、
別
紙
之
通
リ
報
告
有
之
候
也

明
治
十
六
年
三
月
二
日

造
幣
局

西

川

清

殿



〔
右

は
英

文

・
訳

文

と

も

に

多
久

の
項

の
数

字

は
赤

イ

ン
ク

で
書

か

れ

て

い

る
。
〕

以

前

私

は

明

治

初

年

の
造

幣

寮

(
局

)

の
御

雇

外

国

人

に

つ

い
て
研

究

し

た

こ
と

が

あ

っ
た

の

で
、

2

大

変

興

味

深

く

思

っ
た

の

で

あ

る

。

右

に
見

え

る

R

・
マ
ク

ラ

ガ

ン
は

ロ
バ

ー

ト

・
マ
ク

ラ
ガ

ン

で

イ
ギ

リ

ス
人

の
機

関

師

で

あ

る

が
、

一
八

七

二

く
明

治

五
)

年

十

二
月

に
雇

入

れ

ら

れ

た

も

の

で
、

明

治

八

年

一
月

大

蔵

省

が

多

数

の
造

幣

局

御

雇

外

国

人

を

解

雇

し

た

時

に
も

、

マ
ク

ラ

ガ

ン
は

他

の
数

人

と
共

に
造

幣

局

に
留

任

す

る

よ
う

強

く

要

求

さ

れ

た
者

の

一

人

で

、

明

治

八
年

二

月

一
日

よ
り

政

府

の
直
傭

と

な

り

明

治

二

二
年

三

月

ま

で

造

幣

局

の

た

め

に
尽

し

、

勲

四

等

に
叙

せ
ら

れ

た
人

で

あ

る
。

M

・
W

・
M

・

E
と

あ

る

の

は
M
o
s
t
 
W
o
r
t
h
y
 
M
e
c
h
a
n
i
c
a
l
 
E
n
g
i
n
e
e
r

で

あ

ろ
う

。

西

川

清

と

は

果

し

て
誰

な

の

か
明

ら

か

で
な

い
が

、

こ

の

こ
ろ

の

多

久

の

石
炭

関

係

の
文

書

に

は

全

く

名

を
見

せ
ず

、

後

に

引

く

中

原
嘉

左

右

日

記

等

よ
り

推

測

す

れ
ば

、

造

幣

局

に
石

炭

を
売

込

み

の

石

炭

商

(
大

阪

?

唐

津

?
)

で

あ

ろ

う

か

。

と

も

か

く

、

肥

前

多

久

の
石

炭

の
炭

質

が

造

幣

局

で

試

験

さ

れ

、

高

島

炭

・
唐

津

炭

・
赤

池

炭

等

々

と

比

較

さ

れ

て

い

る

こ

と

は

注

意

し

て

よ

い

で

あ

ろ

う
。

し

か

も

面

白

い

こ

と

に

は

、

大

阪

の
大

蔵

省

造

幣

局

の
英

文

文

書

を

探

っ
て

い
る
う

ち

に

『
明

治

九
年

七
月

よ
り

同
十

年

六
月

マ
デ
、

局

中

外

国

人

書

状

』

の
中

に

右

と

全

く

同
文

の
英

文

文

書

を

発

見

し

た

の

で

あ

る
。

さ
き

の
横

尾

家

文

書

の
方

は

左

肩

に
C
o
p
y

と

書

か

れ
、

署

名

の

と

こ

ろ

に
も

R

・
マ
ク

ラ

ガ

ン
の
前

に

(
s
i
g
n
e
d)

と

書

か

れ

て

い

る

か

ら

、

写

本

で

あ

る

こ
と

が

明

ら

か

で

あ

る

が
、

造

幣

局

文

書

の
方

は

明

ら

か

に

マ
ク

ラ

ガ

ン
の

サ

イ

ン
が

あ

り

原

本

で

あ

る

こ
と

は
確

実

で

あ

る

。

横

尾

家

文

書

に

は

虫

ク

イ

が

あ

り

判

読

困

難

な

箇

所

も

あ

る

が

、

こ

れ

は

造
幣

局

文

書

に

よ

り

補

い
、

右

の
引

用

で

は

そ

の
箇

所

を

〔

〕
の
中

に

入

れ

た

の
で

あ

る
。

文

書

の

紹

介

と

し

て

は

、

原

本

を

主

に

し

て

、

写

本

を

従

と

す

る

の
が

原

則

で

あ

ろ
う

が

、

私

と

し

て

は

、

多

久

の
石

炭

関

係

文

書

を
見

る

う

ち

に
、

造

幣

局

文

書

を
探

る
必

要

を
感

じ

、

そ

の
後

、

造

幣

局

文

書

中

に

原
本

を

探

り

あ

て

る

過

程

を
辿

っ
て
興

味

が

深

か

っ
た

の

で
、

こ

こ

で

は

発

見

の
時

期

に
即

し

て
紹

介

し

た
わ

け

で

あ

る
。

造
幣

局

は
衆

知

の

よ
う

に
明

治

初

年

に

は
洋

式

工
場

と

し

て
最

大

の
綜

合

工

場

で
、

た

ん

に
貨

幣

鋳

造

の

み

で

な

く

、

諸

種

の
面

で

(
必

要

に
迫

ら

れ

て
)

新

工
場

・
新

文

明

を

開

発

し

、

「
模

範

工

場

以

上

」
の

意

味

を

も

ち

、
大

阪

の

工
業

勃

興

の
基

礎

と

な

っ
た

ば

か
り

で

な

く

、

わ

が
国

の

近

代

化

に
大

き

な
貢

献

を

な

し

た

と

云

わ

れ

る

が

、

石

炭

の
使

用

も

最

初

か
ら

行

わ

れ

て

い

た
。

た

と
え
ば

、

明

治

三

年

十

一
月

中

旬

に

は
蒸

気
機

関

の
運

転

を
試

み
、

明

治

四
年

四

月

か
ら

は

高

島

炭

を
用

い

て
鋳

解

用

コ
ー

ク

ス
を

自

製

自

給

し

、

同

時

に
石

炭

ガ

ス
を

製

造

し

て
工

場

・
街

路

・
外

国

人

官

舎

の
照

明

に

用

い
、

ま

た

五
年

三

月

に

は
蒸

汽

船

〔
運

貨

丸

〕
を

購

入

し

て
運

送

に

あ

た

ら

せ

る

な

ど

し

た

の

で

あ

る

5
。

し

た

が

っ
て
石

炭

は

早

く

か
ら

絶

対

に

必
要

で
あ

っ
た
。

た

と

え

ば
明

治

三

年

に

は
造

幣

局

と

深

い
取

引

関

係

の
あ

っ
た
神

戸

の

カ

ー

ビ

イ

商

会

か

ら
次

の

如

き

文

書

が

出

さ

れ

て

い
る
。

 
 
R
e
c
e
i
v
e
d
 
f
r
o
m
 
I
n
o
u
e
 
B
u
n
d
a
 
E
s
q
.
 
t
h
e
 
s
u
m
 
o
f
 
E
i
g
h
t
e
e
n
 
H
u
n
d
r
e
d
 
M
e
x
i
c
a
n
 
D
o
l
l
a
r
s
 
b
e
i
n
g
 
t
h
e
 
a
m
o
u
n
t
 
p
a
i
d
 
f
o
r
 
C
o
a
l
s
 
(
3
0
0
 
T
o
n
s
)
 
a
t
 
N
a
g
a
s
a
k
i
,
 
f
u
l
l
 
a
c
c
o
u
n
t
 
o
f
 
p
a
r
t
i
c
u
l
a
r
s
 
t
o
 
b
e
 
r
e
n
d
e
r
e
d
 
h
e
r
e
a
f
t
e
r
.
 
 
p
p
r
v
.
 
E
.
 
C
.
 
K
i
r
b
y
 
&
 
C
o
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E
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H
.
 
H
u
n
t
e
r
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
H
i
o
g
o
,
 
2
2
n
d
 
D
e
c
e
m
b
e
r
 
1
8
7
0

右

に
見

え

る
i
n
o
y
e
B
u
n
d
a

は

井

上

聞

多

(
馨

)

で

あ

ろ
う

。

彼

は

そ

の
年

十

一
月

ま

で
造

幣

頭

(
兼

任

)

で

あ

り

、

カ

ー

ビ

イ
商

会

の
文

書

は

Ｉ
ｎ
ｏ
ｙ
ｅ
　
Ｂ
ｕ
ｎ
ｄ
ａ

宛

に
な

っ
て

い
る

の

が

多

い
。

ま

た

『
中

原

嘉

左

右

日

記

』



の
明

治

六

年

九

月

廿

七

日

の
条

に

は
、

「

一
、

大

阪

滞

在

幸

次

郎

江

今

午

後

二
時

付

郵

便

状

出

発

(
中

略

)

一
、

石

炭

造

幣

局

受

負

条

約

之

義

、

一
ケ
月

百

五

十

万

斤

位

屹

度

受
合

可

申

段

申

遣

ス

」

と

見

え

る

が

、

す

で

に
此

の
時

以

前

か
ら

大

阪
送

り

の
石

炭

運

漕

の

こ

と

が
点

々
と

見

え

る

か
ら

、
そ

の
中

に
は
造

幣

局

へ
納

め

ら

れ

た
石

炭

も

相

当

あ

っ
た

の

で

は

あ

る

ま

い

か
。

も

ち

ろ

ん

此

の
後

も
造

幣

局

に
石

炭

を

納

入

し

た

記

事

は

散

見

さ

れ

る

の

で

あ

る
。

明

治

一
〇

年

代

中

ご
ろ

に

は
高

島

炭

・
唐

津

炭

二

二
池

炭

が

マ
ク

ラ

ガ

ン

に

よ

っ
て
試

験

さ

れ

て

い

る

こ
と

か
ら
見

て

も
、

各

地

の
石

炭

が

造

幣

局

に
来

て

い
た

こ
と

が

分

る

が

、

次

の
文

書

に
見

る

よ
う

に

長

崎

県

西

彼

杵

郡

の
中

島

炭

坑

の
石

炭

も

石

炭

買

揚

前

渡

拝

借

金

を
前

貸

さ

れ

て
、

造

幣

局

・
印
刷

局

に
納

入

さ

れ

て

い

た

よ
う

で
あ

る
。

「

石

炭

御

買

揚

前

渡

拝
借

金

二
対

ス

ル
石

炭
上

納

延

期

再

歎
願
書

造

幣

・
印

刷

ノ
御

両

局

二
対

シ
奉

リ
、

石

炭

上

納

ノ
義

、

本

年

十

二
月

中

延

期

被

仰

付

候

様

、

其

御
筋

々

へ
御

申

立

被

成

下

度

段

、

上

願

仕

候

処
、

本

月

二
十

二
日

付

勧

第

三

百

七

十

号

ヲ
以

テ
印

刷

局

ヨ
リ

ハ
保

証

人

ヨ
リ
償

納

可

致

、

造

幣

局

ヨ

リ

ハ
其

責

二
可

堪

者

弐

名

以

上

ノ
保

証

人

相

立

出

願

候

ハ

、
、

詮

議

ノ

次

第

モ
可

有

之

ト

ノ
御

指

令

ノ
.
赴
奉

拝

承
候

、

印

刷

局

二
対

ス

ル
義

ハ
別

紙

保

証

人

共

ヨ
り
副

願

書

之

通

ニ
テ
償

納

行

届
兼

、

造

幣

局

二
対

ス

ル
義

ハ
何

分

其

責

メ

ニ
可

堪

相

当

ノ
保

証

人

無

御

座

、
重

々

奉

恐

入

候

、

然

ル

ニ
客

年

風

害

ノ

為

メ
破

壊

仕

候

坑

場

海

岸

ノ
石

垣

其

他
舎

屋
等

ノ
修

繕

モ
粗

整

頓

且

海

外

注

文

ノ
卿

筒

機

械

モ
漸

来

着

仕

候

二
付
、

目

今

専

ラ
竪

坑

揚

水

ノ
手

配

リ
中

二
御

座

候

、

就

テ

ハ
不

日

二
成

功

、

採

炭

営

業

可

仕

ト
相

心

得

候

得

共
、

起

業

資

等

ノ

充

分

ナ

ラ

ザ

ル

ヨ
リ

甚

苦

心

罷
在

候
、

然

ル
央

、

右

御

指

令

ヲ
蒙

り

実

二
途

方

二
暮

レ
申
候
、
仮
令
唯
今
用
意
罷
在
候
僅
々
タ
ル
起
業
資
ヲ
以
テ
御
両
局

二
対

シ
奉
リ
御
命
令
書
履
行
ノ
資

二
充
テ
候
ト
モ
、
未
タ
曽

テ
完
全
仕
ル
義

二
無
御

座
、
加
之
起
業
資
払
底
忽
チ
ニ
営
業
仕
リ
難
キ
場
合

ニ
モ
立
至
リ
、
年
来

ノ
推

心
粉
骨
モ
水
泡

二
属

シ
、
嚢
キ
二
勧
商
局
ヨ
リ
拝
借
仰
付
置
カ
レ
候
起
業
資
モ

亦
御
返
納

ノ
手
段

二
尽
果
候

テ
ハ
甚
以
恐
多
キ
次
第
共

二
御
座
候
、
既

二
前
陳

ノ
如
ク
機
械
其
他
備
具
仕
候
上

ハ
、
容
易
二
成
功
可
仕
、
就

テ
ハ
必
ラ
ス
両
局

ノ
御
命
令
書
ヲ
履
行
シ
畢
リ
、
勧
商
局
拝
借
金
モ
亦
従
テ
御
返
納

ノ
途
ヲ
開
キ
、

真
興
起
業

ノ
素
志
モ
貫
徹
仕
リ
無
此
上
仕
合

二
御
座
候
間
、
何
卒
事
実
御
洞
察

ノ
上
、
尚

一
応
御
申
立
被
成
下
、
前
願
之
通
御

可
被
仰
付
候
様
、
此
段
深
重

奉
歎
願
候

明
治
十
五
年
五
月
三
十
日

長
崎
県
西
彼
杵
郡
深
堀
村
士
族

中
島
炭
坑
営
業
人

峰

真

興

同
県
同
郡
高
浜
村
戸
長

峯
清

長
崎
県
令
内
海
忠
勝

殿

」

右
の
石
炭
上
納
延
期
再
歎
願
書
に
よ
り
長
崎
県
令
は
造
幣
局
長
に
対
し
次
の
如

き
照
会
を
な
し
た
。

「
勧
第
三
百
二
拾
九
号
の

県
下
西
彼
杵
郡
深
堀
村
士
族
峰
真
興
ヨ
リ
貴
局

二
対

シ
石
炭
上
納
延
期
願
出
候

二
付

テ
ハ
、
運
般
実
地
取
調
及
照
会
候
処
、
其
任

二
堪

ユ
ベ
キ
弐
名
以
上
之
保

証
人
相
立
願
出
候

ハ
・
、
御
詮
議
之
次
第
モ
可
有
之
旨
御
申
越

二
付
、
其
趣
相

達
候
末
、
今
亦
別
紙
之
通
願
出
候
二
付
取
調
候
処
、
本
人
親
戚
明
友
間

二
於
テ



何
分
其
責

二
任
ス
ヘ
キ
相
当
之
保
証
人
無
之
趣
、
然
ル
ニ
中
島
炭
坑
之
儀

ハ
目

下
再
興
着
手
中

二
付
テ
ハ
不
遠
出

炭
之
運
二
至

ル
ヘ
ク
ニ
付
、
願
出
之
通
本
年

中
延
納
御
聞
届
相
成
度
候
様
致
度
、
此
段
尚
又
及
御
照
会
候
也

明
治
十
五
年
七
月
八
日

長
崎
県
令

内
海
忠
海

造
幣
局
長

遠

藤

謹

助

殿

」

こ
の
再
歎
願
書
が
い
か
な
る
結
末
を

つ
け
た
か
嫉
造
幣
局
側
の
史
料
に
は
な
く
、

長
崎
県
側

の
史
料
を
探
る
必
要
が

あ
ろ
う
。
峯
真
興
は
明
治
前
期
長
崎
県
の
石

炭
史
上
活
躍

し
た
人
で
あ
り
、
明
治
十
六
年
十
二
月
三
十

一
日
調
で
は
高
浜
村

に
中

ノ
島
外

一
字
五
、
○
○
○
坪

(明
治
八
年
十
八
日
許
可
)

の
借
区
を
も
ち
、

別
に
申

ノ
島
七
、
五
〇
〇
坪

(明
治
十

一
年
六
月
十
七
日
許
可
)
を
も

っ
て
い

る
が
、
十

一
年
十

一
月
に
禁
止
さ
れ
て
い
靭
。
そ
れ
は
と
も
か
く
造
幣
局
に
は

各
地
の
石
炭
が
来
て
い
た
こ
と
は
推
察
さ
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
次
の
如
く
他

の
官
庁
か
ら
護
受
の
交
渉
を
受
け
る
こ
と
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

「
第
弐
壱
六
号

貴
局

ニ
テ
御
焼
立
之

コ
ー
ク
ス
五
噸
乃
至
拾
噸
程
、
御
護
受
致
候
義
出
来
申
間

敷
哉
、
至
急
御
都
合
承
リ
度
、
此
段
御
問
合
お
よ
び
候
也

十
五
年

一
月
廿
七
日

鉄

道

局

造
幣
局

御
中

の

」

こ
の

ほ

か
造

幣

局

に

は

石

炭

関

係

の
史

料

は

点

々
と

存

在

し

て

い

る
。

ま

た

機

会

を

得

て
紹

介

し

た

い
と

思

っ
て

い
る

。

註
④
旧
多
久
邑
史
談
会
編

『
旧
多
久
邑
人
物
小
志

』

一
二
四
-
五
頁
参
照
。

②
秀
村

「
明
治
初
年
造
幣
寮
に
お
け
る
御
雇
外
国
人

の
解
雇
問
題

」

(宮
本

又
次
編

『
大
阪
の
研
究

』
第

二
巻
所
収
)
。

③
造
幣
局
編

『
造
幣
局
沿
革
誌

』
、

『
造
幣
局
八
十
年
史
』
な
ど
に
よ
る
。

④

「
井
上
聞
多
宛
書
状
入

」

(造
幣
局
文
書
)
。

⑤
米
津
三
郎
校
注
『
中
原
嘉
左
右
日
記
』
第
三
巻

九
五
、
九
六
頁
。

⑧
M
a
c
l
a
g
a
n
s
 
m
e
m
o
 
t
o
 
t
h
e
 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r

(
2
5
t
h
 
d
a
y
 
o
f
 
m
a
y
 
8
3
 
5
t
h
 
d
a
y
 
o
f
 
j
u
n
e

8
3

)

(
「
局

中

外

国

人

書

状

」
所

収

)

お

よ

び
年

月

日

不

明

(
十

八
年

頃

力
)

「
三

池

石
炭

試

験

報

告

書

」

〔
仮

題

〕

(
「
ガ

ウ

ラ

ン
ド

氏

諸

意

見

書

」

所

収

)

。

⑦

⑧
⑩

従

明

治

十

五

年

七

月

至

同

十

六

年

六
月

「
諸

向

来

状

」

(
造

幣

局

文

書

)

。

⑧

明

治

十

六

年

十

二
月

三

十

一
日
調

『
鉱

山

借

区

一
覧

表

』

(
工

部

省

鉱

山

課

)

。

付

記
マ
ク

ラ
ガ

ン
の
文

書

は
造

幣

局

所

蔵

の
も

の

と
横

尾

家

所
蔵

の

も

の
を

比

較

す

る

と

、

赤

池

が
前

者

で

は

〉
A
k
a
i
k
i、

後

者

で

は

〉
A
k
a
i
k
eに

な

っ

て

い

る

。

コ
ピ

イ

が

日

本

人

に

よ

っ
て

な

さ

れ

、

そ

の

際

に
訂

正

さ
れ

た

と

思

わ

れ

る
。

造

幣

局

文

書

を

取

扱

う

節

に

注

意

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ
と

で
あ

ろ
う

(
逆

に

英

文

に
誤

り

が

あ

る
場

合

が

屡

々
あ

る
)

。


